
２００４年 １月１７日土曜礼拝 １８日主日礼拝  
 

司  会    松本兄 ①木村政兄 ②久保田兄 ③岡野保兄 

奏  楽 

祈  祷    小西兄 ①高木師   ②高木美兄 ③三好兄 

使徒信条  

賛  美  聖歌２３２ （栄光の雲が宮にみちて） 

              （そば近くおらせたまえや） 

聖  書  マタイによる福音書１１章２８～３０節 

 

音  楽     ①北島美佐子姉 ②③宮川姉・竹下姉                                     
 

メッセージ  『わたしに学びなさい』 大川従道牧師 

 

賛  美  明日はどんな日か（献金）  

主の祈り 

祝  祷  

  

【大和ニュース】  
・ 大川牧師は、本日より、マルチン・ルーサー・キング記念平和行進の日本代表としての

出席と受賞のため、ロスとサクラメントに行きます。お祈り下さい。 

・ 本日は、入門講座Ⅲ、手話、将棋、ＳＳ教師会、駐車場送迎奉仕会、Ｇマジック、ゴ

スペル、青年会、学生ワーシップ（１４時・泉地下）等あり。 

・ 英語礼拝は４時。説教は岡村先生「Beginnings:part3 The Wild Followers」 

・ 本日の東京集会は５時から。説教者は柴田先生。応援出席おねがいします。 

 

・ 今週も祈祷会を大切にしましょう｡説教は､水曜夜は岡村師｡木曜朝は武井師です。 

・ 武井聖書教室は、火曜朝１０時半より。シャローム館にて。無料。 

・ 準備祈祷会は、金曜夜９時より。説教は大塚補教師。祈りの時間を持ちましょう。 

・ 土曜聖日礼拝に、亀有ゴスペルクワイアーと鈴木牧師が来られます。大伝道集会です。

お誘い合せてご出席ください。大川牧師の報告もあります。 

・ 家庭集会は、森の里（日曜１５:３０）､相武台（水曜１０:３０）､立野台（水曜１３:３０）｡ 

・ 今週は土曜スクールがあります。９：３０より。森チャペルにて。 

・ 東京集会は、川端師、井沢師、小崎師、石井師、坪井師、倉知師です。 
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    石の枕  

  
 １月１９日は私の誕生日。ロスアンゼルスでは、１００万人の平和行進の先

頭に立つ。忘れがたい日となる。私の姉（葛飾区の教会の牧師夫人）から電

話があり、「お母さんが生きていたら泣いて喜んだわね」と涙声。この姉は、天

台の会堂完成の時も、次々と新会堂建設の時も、同じ言葉で喜んでくれた。 
 マルチン・ルーサー・キングＪｒ.は、３９才の誕生日を迎えたわずか数ヶ月後に、
一発の銃弾に倒れ、４０才の年令に達することはできなかった。彼はアメリカの

人種分離に挑戦するために支払うかもしれぬ値は殉教の死であることを、常

に自覚していた。 
 先週の礼拝で、ミケランジェロの名作「ピエタ」の作品を紹介しながら「敬虔」

について語った。若い人たちに聞いたら、十分に理解できなかったらしい。すで

に「敬虔」という日本語が死語に近くなっているのだろう。聖書でさえも、文語

体の時は「敬虔」であったのに、口語訳も、新共同訳も「信心」となっているの

だから、内容は伝わらないはずである。また伝わったとしても、「敬虔」なる言葉

のかもしだす深い空気に憧れをいだくという大人も少くなってしまっているのかも

しれない。 
 「敬虔さ」を知らずして、子どもを育てるとしたら、キリスト教の教育も宣教も

大失敗であろう。言いたい放題、やりたい放題、神を畏れることなき言動の生

活では、モーセやヨシュアに語られた「あなたの足からクツをぬぎなさい」という世

界は理解できないであろう。 
 ドイツの神学者ルードルフ・オットーの古典的著作「聖なるもの」で述べられ

ているような「変容の秘儀」の世界は、いつになったら実現するであろう。 
 キリエ・エレイソン！ 主のご期待に添うものでありたい。 
 
 

 宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

Ａコース：マタイ１３章～１７章 Ｂコース：創世記４２章～出エジプト記８章 
 


